


この企画を打診されたとき、執筆を引き受けるか否かかなり迷った覚えがある。というの
は、この「和声学」を中学、高校（それも音楽専攻でない）学生にも理解できるようにわかり
やすく書くことはとても難しく、また時間のかかる仕事であるし、筆者以外に吹奏楽にも造
詣が深く、この種の執筆に長けている方々が他にも大勢いらっしゃるからである。しかしなが
ら、ヤマハミュージックメディアの國井嬢、TO-ONの露木氏の熱意にほだされてしまい、お
引き受けする次第となったのである。

執筆するに当たって、以下のことに重点を置いた。まず、ある意味難解な和声学を初学者に
飽きずに理解していただくために、この「まえがき」のような学術書的文体ではなく、語りか
け口調や部分的には会話形式、Q&A形式などで本文を統一したことである。これは自らの体
験が原点となっている。というのは、筆者が最初に和声学に興味を持ったのは、今を去ること
ながら40年以上も前の中学２年生のときだった。当時、吹奏楽部でトロンボーンを吹いてい
た筆者は、本番でスライドを指揮者の前まで飛ばしてしまい、トロンボーンをクビになり、テ
ナーサクソフォンに移行させられたのである。

当時の風潮では「サクソフォン＝ジャズ」であった。アドリブソロをするためには、どうし
てもコードネームの知識が必要となるのだが、その頃はまだ渡辺貞夫氏の名著「ジャズ・スタ
ディ」も上梓されてなく、フォークソング系の単純なコード解説書しか存在していなかった。
顧問の先生から「それなら和声学を勉強しなさい」と言われて県立図書館に行ったところ、そ
こにあったのは長谷川良夫先生の著書「大和声学教程」だった。しかしながら筆者は「やまと
せいがくきょうてい」と読んでしまい、すぐにはこれが和声学の理論書だとは思わなかったの
である。そこで司書に訊ねると、やはりこれが和声学の本だったのだが、いざ喜び勇んで読み
始めてみるとまったくもってチンプンカンプン。何度も何度も読み返して、やっと少しずつ理
解できるという有様。自ら興味を持って読み始めてもこのザマなのだから、さほど興味もなく
読み始めたら数分で、いや、数十秒で読むのを止めてしまうであろう。

その後、御多分に漏れずいわゆる「藝大和声」を受験のために勉強し始めたのだが、そこに
は禁則は書いてあっても、それがなぜ避けなければいけないかの明確な理由は書いていないの
だ。元々理数系だった筆者は「その理由がわからない」と言うことは許しがたく、受験のため
に教えを請うていた先生に質問したのだが「受験のためには禁則の理由などに興味を持つより
も、ただひたすら丸暗記をしなさい。それが理由解明の早道でもある」と言われてしまったの
である。その言葉にブチ切れた筆者は受験勉強よりもその禁則の理由解明に時間を費やしたの
だが、現在のようにインターネットですぐに調べがつく環境ではまったくなかったので、それ
は苦労した覚えがある。その結果、藝大入試失敗。あたりまえだ。そして、やっとその禁則の
理由が解明したのは、翌年藝大作曲科の入学試験を最終で落ちてしまい（師事した先生に「最
終試験で落ちるとは何事だ！私の教え子では今まで誰もいなかったぞ」と叱られまくった覚え
がある）国立音楽大学作曲科に入学後、音大図書館で音響工学の専門書を読み耽

ふけ

っていたとき
だった。結局、受験時に師事していた先生の言うことが正しかったのである。と言うことで、
本書ではある程度禁則の理由にも触れている。もし、筆者が受験するときに、今諸君が手にし
ているこの著書があったなら、禁則の理由も何となく納得でき浪人せずに藝大に入学していた
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ことであろう。しかしながら、もしあのとき藝大に入学していたら、筆者は多分今とは違うタ
イプの作曲家になっていたと思われる。そうすると当然、本書は書かれなかったことになり、
その結果筆者は……やめよう、タイムパラドックスである。

次に重点をおいたのは、実際の吹奏楽現場で音を出しながら確認できるようにする、という
ことだった。筆者は作編曲、指揮の仕事以外にも、35年以上学校教育の現場に関わってきて
いる。それも常勤の学校の先生としてではなく、外部講師として全国各地や海外の音楽教育現
場で、校長や音楽担当の先生がたを相手としたセミナーや、生徒さん相手の公開授業、その他
に吹奏楽部や合唱部などの部活動にも関わってきている。かつては慶應義塾高等学校で音楽の
非常勤講師を務めたこともあったが、毎日同じ時間に起床して同じ場所に行く、ということが
いやだった筆者は半年で退任したのだが、ここでも多くのことを学ばせていただいた。それ故、
私のできないことを見事にこなしている、常勤の先生がたには頭の下がる思いなのである。

こうやって音楽教育現場を外部から俯
ふ

瞰
かん

的
てき

に見てみると、授業であれ、部活動であれ、な
にしろ「音を出す」ということが最優先される重要なことである、と再認識させられるのであ
る。音楽に限っては「机上の空論、理論」はあり得ないのだ。しかしながらこの和声学は、や
やもすると「机上の理論」になってしまう内容である。これでは、なかなか生徒さん方にはそ
の真意が伝わらないであろう。音楽に限っては「百聞は一見に如

し

かず」とはならないのだ。そ
ういった見地からも鑑

かんが

みて、ピアノ譜だけでなく、各楽器のアンサンブル楽譜や小編成吹奏楽
譜、またその中からいくつかのパートを取り出しても、この和声学を体感できるように配慮し
た次第である。

　
我々作曲家や楽器店、出版社、演奏家など、教育現場に関連する仕事をしている人間は、す

べからく教育現場に足を運んで、実際の現場で今何が行われているか、いったい何がどうなっ
ているかを常に体感しなければならない。もちろん正しい音楽的知識を身につけていることは
必須条件である。それを怠って教育現場に関係する仕事をすることは、絶対に許されないこと
である。なぜなら、実際の教育現場に接していない人間は絶対に現場で起きていること、起こ
りうることを見抜けないわけであり、そういったスタンスで教育現場に関わる仕事をすると、
現場を混乱させ、ひいては生徒さ
ん方が誤解してしまい、彼らの音
楽活動を著しく狭めてしまうから
である。筆者は、こういったいい
加減な外部講師や書物にウソを教
えられ、毒されてしまった教育現
場をいくつも見てきている。そう
いったことを防ぐためにもぜひ、
本書を役立てていただきたい。

　　　2014年2月　天野正道
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序 章

和声っていったい何？
演奏するのに
必要なことなの？



  序章    和声っていったい何？ 演奏するのに必要なことなの？    

和声が広げる音楽の世界

「和音という言葉なら聞いたことあるけど、和声っていったい何？　漢字からすると、
声を合わせるという意味なのかな？」

はいはい、なかなかよい質問だね！　すごく大ざっぱに説明すると、「和音（コード／
Chord）」というのは、いくつか高さの違う音が同時に鳴り響くってこと。たとえばトロ
ンボーン3本が「ド、ファ、ラ」とか同時に演奏した音のことだ。それに対して「和声」
というのは、和音のつなげ方やそれぞれの音の重ね方などのことなんだよ。和声のこと
を英語ではharmony (ハーモニー )と言うのだけど、「ハーモニーがきれい」とかって言
う表現、聞いたことあるでしょ？　さっきのトロンボーン3本が「ド、ファ、ラ、」から

「シ、レ、ソ」そして「ド、ミ、ソ」って演奏していくとき、この和音のつなげ方などの決
まりごとを「和声学」とか「和声法」とか言うんだけど、大体17世紀以降の西洋音楽で
はこれがとても大事なんだ。ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンなどの曲も、みー
んなこの決まりごとに則

のっと

って作曲されているんだ。
「え〜、でも普段演奏しているのはそんな昔の曲じゃなくて、吹奏楽コンクールの課題

曲や、今生きている作曲家の作った自由曲、ポップスとかだからそんなの関係ないじゃん」
うーん、そう言いたい気持ちはわかるけど、課題曲の多くの曲には明確な「調性」があ

る。つまり変ホ長調とか、ト短調とかで書かれているでしょ。ポップスだってほとんどの
曲には調性があるよね。この調性がある曲のほとんどは、和声学の決まりごとに則って書
かれているんだよ。
「でも〜、そんなの演奏する上で別に大事なことじゃないでしょ。今までもそんなこと

知らなくても、楽しく演奏できていたし……」
まぁ、確かに楽しく演奏できればそれがいちばんいいよね。でもね、この和声の知識

を身につけると、もっともっと演奏するのが楽しくなるし、聴いてくださるお客様にも、
もっとストレートに音楽表現が伝わるようになるんだよ。たとえば譜例1のような楽譜が
あったとして、キミは2nd.トランペットのパートで「ソ〜ラ」と演奏しているとしよう。
そのとき、他のパートが何の音を演奏しているかで、キミの演奏している音の吹き方も本
当は微妙に変わってくるべきなんだ。

和声（harmony）という言葉、最近いろいろなところで耳にするよね。コン
クールの審査の講評や雑誌などにも「和声」とか「ハモる」とか書かれているけ
れど、それは楽器を演奏する上で必要な知識なのかな？

なぜ和声の知識が必要なのか？
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  序章    和声っていったい何？ 演奏するのに必要なことなの？    

譜例1

また、この本を読んでいる人の多くは、日本人もしくはアジア圏国籍の人だと思うけ
ど、日本では音楽と言うとすぐさまメロディばかりを重視しちゃうよね。まあ確かに、音
楽の3要素と言えば最初にメロディ、となるんだけど。ヨーロッパではキリスト教の影響
がかなり強いので、それこそ生まれたときから教会で聖歌や賛美歌を聴いて育っているん
だ。だから和声感覚が普通の人でもちゃんと身についている。教会で歌うだけでなく、ド
イツやチェコのビアレストランに行くと、オッチャンもオバチャンも酔っ払って歌いま
くっている。日本だって酔っ払って歌うからここまでは変わらないけど、その酔っ払った
ときの歌の中身が大違いなんだなぁ。日本だと速攻でカラオケだったり手拍子込みで民謡
を歌ったりするけど、どっちもメロディばっかりだよね。でもあっちのビァレストランで
は、オッチャン、オバチャンが見事な混声四部合唱で歌っちゃうんだよ。もちろん、みん
なプロのミュージシャンじゃないよ。日本でメロディばかり重視するのは、日本伝統音楽
の流れをくんでいるからかもしれないけど、この話をするためにはもう一冊本を書かな
きゃいけないので、とりあえずここまで。

で、その日本人が一番重視するメロディだけど、そのメロディの表情を決定するのが、
実はこれから学んでいく「和声」なんだ。同じメロディでも和声が変わると表情がこんな
にも変わる、といういい例があるから挙げておこう。

譜例2：P.I.チャイコフスキー 交響曲第5番ホ短調作品64より 第1楽章序奏部

同じメロディでも和声が変わると
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  序章    和声っていったい何？ 演奏するのに必要なことなの？    

譜例2はチャイコフスキー作曲「交響曲第5番ホ短調作品64」の第1楽章に出てくる
メロディなんだけど、このクラリネットが演奏するメロディ、3回続けて出てくるよね。
でも、毎回和声が違うでしょ。それだけでなく、強弱も毎回変化しているよね。実はこの
メロディは全楽章にいろいろ表情を変えて登場するんだ。

いろんな感じ方があって構わないけど、人によっては「色が変わる」と感じたり、「暖
かさが違う」と感じたり、「泣けかたが違う」と感じたりすると思うよ。「え〜、まったく
違いがわからないよぉ〜」というそこのキミ！　まぁ、確かにこういうのは感性の問題に
も関わってくるけど、この先、和声を学んでいくと何となくわかってくるし、何よりも同
じメロディでも和声が変わるとこんなにも表現が違ってくるんだ、ということが身に染み
てわかって、今まで以上に音楽が楽しくなってくるよ。

このように、同じメロディに違う和声が付いている例は、古今東西たくさんあるのでい
ろいろ探してごらん。たとえば、ドビュッシー作曲の「牧神の午後への前奏曲」。この曲は
最初に出てくるフルートによる無伴奏のメロディが、毎回違う和声を伴って出てくるんだ。
ぜひ聴いてみてね。

今まで以上に楽しく、そして音楽の表現力を高めて、聴いてくださるお客様にも今まで
以上に楽しんでもらえるように、ぜひ「和声」の知識を身につけて、演奏に役立ててくだ
さいね。

さぁ、早速はじめよう！

さて、ここから先では、
音名の読み方はみんなも部活動で使っている読み方、
つまり移調楽器用の楽譜を読むときは、イタリア音名表記

（ド、レ、ミ）読みをして、実際に出てくる音、
つまり実音を表すときはドイツ音名表記

（または英語音名表記）（Ｃ、Ｄ、Ｅ）読みをするからね。
たとえば、トランペットin B の楽譜に「レ」と書いていたら

実音Ｃの音が出るってことだよね。
これをごっちゃにすると大変なことになるから

気をつけよう！
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  序章    和声っていったい何？ 演奏するのに必要なことなの？    

▪コラム▪

管楽器に移調楽器が多いのはなぜ？
吹奏楽っていろんな移調楽器が混ざっているから、スコアを見ても慣れないと音がちゃ

んと浮かんでこないよね。

たとえば、アルトサクソフォンやバリトンサクソフォン、エスクラリネットなどのE 管
の楽器は、その楽器の「ド」を演奏すると実際に出てくる音（実音）はEsだよね。また、
トランペット やクラリネットなどのB 管の楽器は、その楽器の「ド」を演奏すると実音
はBになるよね。ちなみに、トランペットやクラリネットは他の調の楽器もあるんだよ。

ホルンは今ではほとんどの楽器が　F管やB 管（両方備えているダブルホルンもあるよ
ね）だね。ユーフォニアムやトロンボーンは、楽器の管自体はB 管なのにＣ管として記譜
するよね。トロンボーンは第1ポジションでBが鳴るし、ユーフォニアムは開放の指でB
が出るのにね。

アルトリコーダーはソプラノリコーダーの「ソ」と同じ指使いで実音Cが出るので、本
当はＦ管のはずなんだけど移調楽器として扱わないよね。それに、指使いだけから考える
とファゴットはF管であるはずなのに、やはりC管として記譜するよね。

「なんでこんな面倒なことになっているの？全部の楽器をＣ管にするとか、すべて実音
で記譜すればいいじゃん。プンプン！」

確かに面倒なのでその気持ちよくわかるけど、それには理由があるんだ。

実はバロック時代の頃までは、木管楽器はすべて実音で記譜していたんだ。だから、ア
ルトリコーダーもファゴットも当然、実音で記譜していた。

金管楽器はというと、その時代のホルンやトランペットは今の楽器みたいにバルブや
ピストンが付いていなかったので、曲の調性に合わせて違う長さの楽器に持ち替えるか、

「変え管（クルーク）」というのを使って対処していたんだ。そうすると断然、移調楽器
として楽譜を書いた方が演奏しやすいということはわかるよね。トロンボーンは、最初か
らスライドがあって半音階を自由に演奏できる楽器だったので、管自体の長さはＢ♭管で
も、木管楽器と同様にＣ管として記譜していたんだ。

クラリネットはバロック時代の後期頃に発明された楽器で、最初はC管やD管だったん
だ。でも、クラリネットは最初から移調楽器として扱われていたんだ。なぜかというと、
このクラリネット、最初はC管やD管だったと話したけど、当時のトランペットはC管や
D管が多く使われていたんだ。そして、このトランペットの中でも高音域を担当するパー
トを、クラリネットで代用することが多かったので、C管やD管のクラリネットが作られ
たんだ。ちなみに、この高音域パートを演奏するパートのことを「クラリーノ」と読んで
いたんだけど、それが元になって「クラリネット」という名前が付いた、という説もある
んだよ。
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バルブが付いていなかったトランペットやホルンが移調楽譜を使っているのに合わせる
ように、クラリネットも移調楽譜を使うようになったんだ。もっと後の時代に作られたサ
クソフォンも移調楽譜を使うけれど、サクソフォン属はE 管とB 管の2種類が多く使われ
るよね。実は、他にもC管のメロディーテナーサクソフォンという呼ばれる楽器もあるん
だけどね。

サクソフォン属の指使いはどの楽器もほとんど同じなんだ。そうすると、移調楽譜を使
えば瞬時に持ち替えが可能なんだ。

クラリネットは現在、B 管とA管が使われているけど、これは半音違いだからこれを実
音読みの楽譜で演奏しようとするとかなり面倒だよね。みんなの中にもアルトリコーダー
で苦労した人いるんじゃないかな。

このように、移調記譜と実音記譜、移調楽器など混乱しやすい要素が吹奏楽編成には多
いので、先にも話したとおり、移調楽器の楽譜をその楽器の調で読むときはイタリア音名
読みして、実音、つまり実際に出てくる音で呼ぶときはドイツ音名（または英語音名）読
みするようにしているんだ。これなら絶対に混乱しないよね。
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  第1章    音楽をやるなら最低限の知識は覚えよう    

楽譜を読むために必要な知識

「別に楽譜読めなくても楽器演奏できるじゃん、あんな面倒なものちゃんと読めなくて
も、曲を覚えればそれでオッケーでしょ」

そうだね、確かに楽譜って慣れないと読むのが面倒だよね。みんなが普段使っている楽
譜は、西洋音楽やそれに類似する音楽（もちろんJポップなんかもね）を、「ある程度」正
確に表記するための手段なんだ。だから今、みんなが使っている楽譜は、その音楽内容を
100%表記できているわけではないんだよ。また、日本古来の音楽では、まったく違う記
譜法を用いた楽譜を使っているんだ。それも雅楽や能、尺八の音楽などジャンルによって
も表記法が違うのだよ。現在、世界中で使われている西洋音楽を表記する楽譜は、とって
も合理的なシステムなので、西洋音楽をやる場合には楽譜をちゃんと読めたほうがいろん
な意味で、音楽を楽しむことができるんだ。今日の日本では99.8％の人が文字を読める
けど、楽譜をちゃんと読める人はそんなに多くないよね。文章を読んだり書いたりするた
めには、文字を覚えるだけでなく文法も学ばないといけないけど、音楽の場合もそれと同
じなんだ。このような西洋音楽をやるために、最低限必要な知識のことを「楽典」と言う
んだよ。この楽典を学ぶための書物はたくさん出版されているし、ネットでもわかりやす
く解説しているサイトがあるので、ぜひ学んでほしい。それじゃ、一度ここで和声を学ぶ
上で必要な音程のことや音階、そしてその音階の各音上にできる三和音や呼び名について
おさらいしておこう。

本書において、今後もよく使う単語に「音程」というのがあるんだ。これはごく簡単に
言うと、ふたつの音、つまり低い音と高い音があったとすると、そのふたつの音の差のこ
とを「音程」と言うんだよ。ドとレの間を「全音」と呼び、ミとファの間やシとドの間、
あるいはドとレ の間を「半音」と呼ぶ。ピアノの鍵盤を見てごらん、ドとレの間や、ソと
ラの間には黒鍵と呼ばれる鍵盤があるよね。でも、ミとファの間やシとドの間には黒鍵が
ない。間に黒鍵がある音程は「全音」、間に黒鍵がない、または隣り合った白鍵と黒鍵間の
音程は「半音」、ということになるんだ。

和声を勉強するには楽典の知識があることが前提だけど、もしこの本を読んで
いるみんなの中に楽典が苦手だという人がいれば、まずは楽典からしっかり勉
強しよう。楽譜をちゃんと読めることが、和声を学ぶ上でも重要なんだ。

みんなは楽譜読めるかな？

和声を学ぶために必要な予備知識～音程についておさらい

14



  第1章    音楽をやるなら最低限の知識は覚えよう    

音程には基本的に「完全系」と「長短系」の2種類があるのだけれど、「完全系」は音
と音の関係が1度、4度、5度、8度の時、「長短系」は完全系以外の時（2度、3度、6度、
7度……）と覚えてしまおう。ここで、いろんな音程の呼び方をまとめておこう。

 完全系の音程 

イ）ふたつの音がまったく同じ場合、これを「完全1度」と言う。

ロ）ふたつの音の間が半音5個（または全音2個と半音1個）の場合、これを「完全4
度」と言う。

ハ）ふたつの音の間が半音7個（または全音3個と半音1個）の場合、これを「完全5
度」と言う。

二）ふたつの音の間が半音12個（または全音5個と半音2個）の場合、これを「完全8
度」〔オクターブ〕と言う。

 長短系の音程 

ホ）ふたつの音の間が半音1個の場合、これを「短2度」と言う。

ヘ）ふたつの音の間が半音2個（または全音1個）の場合、これを「長2度」と言う。
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  第1章    音楽をやるなら最低限の知識は覚えよう    

ト）ふたつの音の間が半音3個（または全音1個と半音1個）の場合、これを「短3度」
と言う。

チ）ふたつの音の間が半音4個（または全音２個）の場合、これを「長3度」と言う。

リ）ふたつの音の間が半音8個（または全音３個と半音２個）の場合、これを「短6度」
と言う。

ヌ）ふたつの音の間が半音9個（または全音４個と半音1個）の場合、これを「長6度」
と言う。

ル）ふたつの音の間が半音10個（または全音４個と半音２個）の場合、これを「短7
度」と言う。

ヲ）ふたつの音の間が半音11個（または全音５個と半音1個）の場合、これを「長7
度」と言う。

ワ）ふたつの音の間がオクターブと半音1個の場合、これを「短9度」と言う。これは言
い換えれば、オクターブ＋短2度と言うことだね。
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 増減音程 

ふたつの音の間が半音6個（または全音3個）の場合、これを「増4度」と言う。増4
度のことを三全音とも呼ぶ。ファとシの音程がまさに増4度（三全音）だね。

また、長音程や完全音程よりも半音広い音程のことを「増音程」、短音程や完全音程よ
りも半音狭い音程のことを「減音程」と呼ぶ。たとえば、ドとファ は完全4度より半音広
くなっているから「増4度」、ドとソ は完全5度よりも半音狭くなっているから「減5度」
といった具合だね。

また、長音程や完全音程よりも2半音広い音程のことを「重増音程」、短音程や完全音
程よりも2半音狭い音程のことを「重減音程」と呼ぶんだ。なんだか面倒くさそうだけど、
この辺は楽典を勉強して身につけておいて損はないよ。

音階には長音階と短音階があるんだ。そして、この短音階はさらに自然的短音階、和声
的短音階、旋律的短音階、と3種類に分かれている。実は、この他にも日本音楽独特の音
階や、世界各地のさまざまな音階があるけど、ここでは和声を学ぶために必要な西洋音楽、
それもクラシック音楽の音階に限って説明するね。

イ）長音階
これは音階のいちばん下の音（基音）から3つ目と4つ目の音、そして7つ目と8つ目

（つまりオクターブ上の基音）の間が半音となっている音階のこと。いわゆるドレミファソ
ラシド、だね。

和声を学ぶために必要な予備知識～音階についておさらい
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ロ）自然的短音階
これは音階のいちばん下の音（基音）からふたつ目と3つ目の音が半音、そして5つ目

と6つ目の間が半音となっている音階のこと。

ハ）和声的短音階
自然的短音階の場合、第7音と主音の間が長2度になっているよね。これだと第7音が

主音に向かって昇っていっても終止感が乏しいので、この第7音を半音上げて終止感が出
るようにした音階なんだ。つまり、音階のいちばん下の音（基音）からふたつ目と3つ目
の音が半音、そして7つ目と8つ目の間が半音になっている音階のこと。

二）旋律的短音階
和声的短音階は第7音を半音上げたことによって、第6音と第7音の間が増2度になっ

てしまうよね。これだとメロディが不自然になってしまうので、第6音も半音上げたのが
この音階なんだ。和声的短音階で第7音を半音上げたのは主音に向かうためだったよね。
だから下行するときは主音に向かわないのだから、第7音を半音上げなくてもOK、とい
うことは第6音も半音上げなくてもよい、と言うことで、下行型の場合は自然短音階を使
うんだ。でもこの上行型と下行型、メロディが上行するときは常に上行型を使うとは限ら
ない。そのメロディにどんな和音が付くかで変わってくるんだけど、これに関しては後ほ
どまた。

これらの音階に基づいて作られる三和音にも、「 の和音」、「 の和音」……とそれぞれ
に呼び名があるんだ。これは簡単に覚えられるでしょ。

ここから先は楽譜をちゃんと読める，と言うことを前提で書いているので、ひとつヨロ
シク！
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みんな一人ひとりに名前があるように、それぞれの和音にも実は名前があるんだ。「ドミ
ソ」とか「シレソ」とかいちいち言っていたら、まどろっこしくて大変でしょ。まず、和
音の種類だけど、基準になるある音（根音と呼ぶ）の3度上の音と5度上の音を重ねた、
つまり3つの音から成り立っている「三和音」（5の和音とも呼ぶ）というのがあるんだ

（譜例1-1）。

譜例1-1：三和音（5の和音）

この三和音に根音から数えて7度の音を重ねたのが四和音。7の和音とも呼ぶ（譜例
1-2）。

譜例1-2：四和音（7の和音）

4和音に根音から9度上の音を重ねたのが五和音。もう何て呼ぶかわかるよね、そう、
9の和音（譜例1-3）。

譜例1-3：五和音（9の和音）

まだ他にも種類はあるけど、それはまた後ほど。
そして、三和音にもいくつか種類があるんだ。

イ）根音から第3音までの音程が長3度で、根音から第5音までの音程が完全5度の場合
は「長三和音」と言う。

ロ）根音から第3音までの音程が短3度で、根音から第5音までの音程が完全5度の場合
は「短三和音」と言う。

和声を学ぶために必要な予備知識～和音の呼び名、コードネームなどについておさらい
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ハ）根音から第3音までの音程が短3度で、根音から第5音までの音程が減5度の場合は
「減三和音」と言う。

二）根音から第3音までの音程が長3度で、根音から第5音までの音程が増5度の場合は
「増三和音」と言う。

4和音の場合は以下の通り。

イ）長三和音＋根音から第7音までの音程が短7度の場合は「属7の和音」と言う。

ロ）長三和音＋根音から第7音までの音程が長7度の場合は「長7の和音」と言う。

ハ）短三和音＋根音から第7音までの音程が短7度の場合は「短7の和音」と言う。

二）短三和音＋根音から第7音までの音程が長7度の場合は「短3長7の和音」と言う。

ホ）減三和音＋根音から第7音までの音程が短7度の場合は「半減7の和音」と言う。

ヘ）減三和音＋根音から第7音までの音程が減7度の場合は「減7の和音」と言う。

ト）増三和音＋根音から第7音までの音程が長7度の場合は「増7の和音」と言う。
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5和音の場合は……「ふぅ、こんなの覚えきれないよぉ〜」。はいはい、今すぐ全部覚え
る必要はないよ。でも、何となく法則が見えてきたでしょ！　最初に覚えてほしいのは三
和音のイ、ロ、と4和音のイ、程度でOK。他の和音はまだ覚えなくても大丈夫だよ。

それからもうひとつ覚えてほしいことがあるんだ。さっき学んだのは、和音を構成して
いる音の音程が違うと呼び名が変わる、っていうことだったよね。今度は和音をつないで
いくときに、それぞれの和音の働きを表すための呼び名なんだ（譜例1-4）。

譜例1-4

この呼び名は調の主音上の三和音を「 」とする決まりなんだ。え、主音って何？　楽
典に書いてあるけど主音とは、音階の起点になる音のことだよ。つまりハ長調（C Dur）
だったらC、ヘ長調（F Dur）だったらFっていうことね。だからハ長調上の の和音（C、
E、G）はヘ長調では の和音（譜例1-5）、ト長調（G Dur）では の和音（譜例1-6）
になるんだ。

譜例1-5

譜例1-6

ややっこしい、と思うかもしれないけど、必ず調性とつながっているので、調性さえわ
かれば簡単なことなんだよ。ちなみに短調の場合も同じだね（譜例1-7）。

譜例1-7

ポップスやジャズの場合は、この和音の呼び名を「 、 」とかじゃなくて「コード
ネーム」と呼ばれている記号で書くんだ。
「Dm」とか「G7」とか、みんなもどこかで見たことあるんじゃないかな。この、コー

ドネームは調が変わっても呼び名は変わらないので便利なんだけど、調性の把握はちょっ
と面倒になるね。でも、便利なので、広く一般に使われているよ（譜例1-8）。
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譜例1-8

コードネームの法則は以外と簡単。まず、「Ｃ」とか「Ｆ」とかいちばん左に書いてい
るのがその和音の根音（ルートとも言う）。で、根音の周辺に書かれている記号の意味は以
下の通り。

イ）長三和音は根音の音名のみ。たとえばC。
ロ）短三和音は根音音名の後に小文字で「m」を書く。たとえばDm。これは「マイナー
（minor）」の略。

ハ）属7和音は根音音名の後に「7」を書く。たとえばG7。
二）長7和音は根音音名の後に「maj」を書く。たとえばFmaj7。これはメジャー
（major）の略だけど、この他にF△7と書いたりもする。

ホ）半減7の和音は根音音名の後に「m7 5」と書く。「m7-5」と書くこともあるよ。こ
れは短7和音の第5音が半音下がっている、つまり減5度ということだね。

ヘ）増三和音は根音音名の後に「aug」と書く。たとえばCaug。C+と書くこともある。
ト）減7の和音は根音音名の後に「dim7」と書く。たとえばFdim7。

まだまだいろいろあるけど、とりあえずここまでにしておこうか。

みんなどこかでこの「倍音」って言葉、聞いたことあるかな？　聞いたことない人も多
いかもしれないね。この倍音って、音楽には、というか、「音」に関してとても重要な役割
をしているんだ。それじゃこの倍音に関しての話を始めるね。

実はこの倍音ってこと、普段はあまり気にしていないはずなんだ。というのもこの倍
音ってやつは、普段表面には出てこないのだけど、「音」を構成するためには必要不可欠な
存在なんだよ。言わば「陰の黒幕」って感じかな。たとえばみんなはクラリネットの音色
とトランペットの音色、ピアノの音色や歌声などをすぐに聴き分けることができるよね。
楽器のことを知らない人でも、ガラスのコップを割ったときの音と、ネコの鳴き声を聴き
分けることが普通にできるよね。もしこの本を読んでいる人の中に、コップを割ったとき
の音がネコの鳴き声と同じに聞こえる、という人がいたら、悪いことは言わない、すぐに
病院に行くべし！

この、楽器や音源が違うと音色が違って聞こえるのも、実は倍音のお陰なんだ。ピアノ
でこの譜例1-9のB を弾いて見て。どうかな、B が聞こえるでしょ。「そんなのあたりま
えじゃん」と思うだろうけど、実はこの中にはB 以外のいろんな音が混ざっているって

倍音のお話

22

& www www www www www www www
1 2 3 4 5 6 7

& b www www www www www www www
1 2 3 4 5 6 7

& # www www www www www www www
1 2 3 4 5 6 7

& bbb www www www www www www www
1 2 3 4 5 6 7

& www www wwww wwww wwww wwww wwww
C Dm Em7 FM7 G7 Am7 Bmq

ex.4.mus 　　1



  第1章    音楽をやるなら最低限の知識は覚えよう    

言ったらビックリするかな？　本当はこのB の中には譜例1-10の音が含まれているんだ。
これらの音を自然倍音列といって、実際はもっと高い音まで含まれているのだけど、とり
あえず省略するね。

譜例1-9：実際に弾く音

譜例1-10：弾いた音（B）に含まれている音（自然倍音列）

「あー、これどこかで見たことある！」はいはい、トロンボーン吹いているキミはこれ
見たことあるかもね。そう、第1ポジションで出すことができる音だね。これを「倍音
列」って言うんだ。あ、それも聞いたことあるって？　うん、それはよかった。それで
ね、トロンボーンで吹くとき5番目の音のDや7番目のAs って、ピアノの調律と比べる
と少し音程が低くなってしまうって知っていたかな？　この話をすると長くなってしまう
ので手短に話すけど、現代のピアノ調律は「平均律」というのを使用していて、これを使
うことによってどんな調にもスムーズに転調することができるんだ。その代わり「ド、ミ、
ソ」って弾いたとき若干響きが濁ってしまうんだよ。それに対して、この倍音列は物理現
象なので「純正律（純正調）」というのになるんだ。簡単に「平均律」と「純正律」の切替
ができるハーモニーディレクターというキーボード型の電子楽器があるので、ぜひ聞き比
べてね。

この倍音は純正律に則っているんだ。ここで簡単な実験をしみようか。音楽室にギター
またはコントラバスがあればやりやすいけど、ない場合は輪ゴムと机をふたつ用意してね。

まずは輪ゴムを使ってやってみよう。輪ゴムを切って一本のゴムにする。そして机をふ
たつ適当な距離に並べて机と机の間に輪ゴムを伸ばして、それぞれの机に輪ゴムの端を固
定する。接着剤で付けたり、画鋲で刺したりすると先生に怒られるから、友達を集めてそ
れぞれ指で押さえてもらえばOK。その輪ゴムをはじいてごらん、ブーンって音がするよ
ね。次にその輪ゴムの長さのちょうど半分の所を押さえてはじいてみて。さっきの音のオ
クターブ上の音がしたでしょ！　ギターやコントラバスでも同じことができるんだ。どの
弦でもよいから開放弦を弾いてから、その弦の長さのちょうど半分の所を押さえて弾くと、
やっぱりオクターブ上の音が出るでしょ。これが譜例1-10の2番目の音と同じポジショ
ンになるってこと。

23

&
?

bb

bb w

&
?

bb

bb
w wb w w
6 7 8 9

w w w w w

｠1 ｠2 ｠3 ｠4 ｠5

ex.c.mus 　　1

&
?

bb

bb w

&
?

bb

bb
w wb w w
6 7 8 9

w w w w w

｠1 ｠2 ｠3 ｠4 ｠5

ex.c.mus 　　1



  第1章    音楽をやるなら最低限の知識は覚えよう    

最近はチューニングするときにチューニングメーターを使うことが多いので、あんまり
見かけなくなったと思うけど「音

おん

叉
さ

」というのがあるんだ。これはU字形の金属の棒み
たいなやつだけど、これを叩くとポーン、って音がするんだ。まったく同じ高さの音が出
る音叉を近づけて、片方を叩くとあら不思議！　もう一方も鳴り出すんだよ。これを「共
鳴」って言うんだけど、こんな風に共鳴するためには両方のピッチが同じじゃないといけ
ないんだ。

はい、そこで実験です。まず最初にピアノで譜例1-10にある第2倍音のB（ヘ音記号
第2線）の鍵盤を音が出ないようにそっと押し込んでほしい。または一度このB を鳴らし
て、まったく音がなくなっても鍵盤を押しっぱなしにしておいてね。次にそのオクターブ
下のB（ヘ音記号下第2線）の鍵盤を強くそしてスタッカートで弾いてみて。そうすると
さっき音が出ないように押さえた第2倍音のB が鳴ったでしょ！さっき、両方のピッチが
同じじゃないと共鳴はしない、って書いたけどオクターブ違っているのに音が鳴っている。
つまり、これはピアノで演奏するヘ音記号下第2線の音には、そのオクターブ上の音成分
が含まれている、ということなんだよ。この音成分が「倍音」なんだ。あ、この実験は電
子ピアノじゃできないので悪しからず。

みんなも基礎合奏やっていると思うけど、あの中にバランス練習、というのがあるよ
ね。低音楽器グループからチューニングトーンのB を重ねていくもの。その低音楽器グ
ループがロングトーンをやっているときに、耳をすまして聴いてみて。ピッチがちゃんと
合っていると 5 度上の F が聴こえてくるんだ。もっと上の B も鳴っているよ。誰も F や
上の B を吹いていないのにね。これも倍音の成せる技なんだよ。だから、ピッチがちゃん
と合っているときは倍音もちゃんと聴こえてくるってことなんだ。

もう一度譜例1-10を見てほしい。この中の第4、5、6倍音に注目！　そう、これって
変ロ長調（B Dur） の三和音と同じ構成音になるよね。

第7倍音まで入れると属7の和音になるんだよ。実際はもっと上の倍音も含まれている
んだけど、実はこの倍音の混ざり具合で、いろんな音色が決定されるんだ。たとえば、前
のほうで出てきた音叉はまったく倍音を含まない音なんだ。そしてフルートは倍音が少な
めの音色、オーボエは倍音の多い音色、クラリネットは特殊な倍音構成の音色なんだよ。
まぁ、これ以上は和声には直接関係なくなっていくので、この辺にしておこうね。

三和音の場合は、とりあえず3つの音があれば和音として成り立つのだけど、もう1
パートあったほうが和音は安定するんだ。和声はもともと合唱音楽から起こったので、「声
部」ということを常に念頭に入れておくんだよ。合唱の編成もいろいろあるけど、いちば
ん基本になるのは「混声四部合唱」なんだ。音域の高いほうからソプラノ、アルト、テ
ナー、バスと呼ばれる4つの声部があるのだけど、これを「四声体」と呼んでいるんだ。
譜例1-11のaとbを実際に演奏して比べてみてほしい。譜例1-11aでもちゃんと和音の
響きが出せるけど、譜例1-11bのほうが充実した響きに聴こえるよね。

３人寄れば文殊の知恵〜４人集まれば和音は安定。四声体について
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譜例1-11

「だって、譜例1-11bにはバスクラが入っているからでしょ」
うん、確かにそうだよね。それじゃ、B クラリネット2本とバスクラリネットでやって

みようか（譜例1-11c）。譜例1-11aよりは安定しているけど、やっぱり響きがちょっと
薄いよね。だからやっぱり三声体よりも四声体のほうが充実して安定した響きになるんだ。
この先も実例を出していくので、実際に音を出してみてね。
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